
いばらき県議会だより� 平成18年10月15日（日曜日）�No.157

Ａ
委
員（
自
民
）　
就
学
前
の
子

供
に
教
育
と
保
育
を
一
体
的
に

提
供
し
子
育
て
支
援
を
行
う

「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
は
、
保

護
者
の
子
育
て
力
向
上
の
支

援
、
子
育
て
相
談
や
親
子
の
集

う
場
の
開
設
、
地
域
人
材
の
活

用
等
の
機
能
が
必
要
だ
が
、
認

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
幼
稚
園

や
保
育
所
に
対
す
る
指
導
は
。�

教
育
長
　
子
育
て
講
座
等
を
行

う
家
庭
教
育
支
援
総
合
推
進
事

業
等
、
従
来
の
県
の
取
り
組
み

の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
活
用
も

視
野
に
、
市
町
村
等
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。�

（
ほ
か
に
、
認
定
こ
ど
も
園
の

既
存
の
施
設
へ
の
影
響
、
幼
児

教
育
・
保
育
関
連
部
局
の
一
元

化
な
ど
も
質
問
）�

■
　
■
　
■�

Ｂ
委
員（
自
県
ク
）　
県
営
住
宅

は
入
居
待
ち
が
多
く
な
か
な
か

入
れ
な
い
が
、
今
後
の
建
設
予

定
を
伺
う
。
ま
た
、
家
賃
滞
納

者
へ
の
対
策
は
ど
う
か
。�

土
木
部
長
　
先
の
国
会
で
成
立

し
た
住
生
活
基
本
法
に
基
づ

き
、
今
後
策
定
さ
れ
る
国
の
基

本
計
画
を
踏
ま
え
県
も
住
宅
建

設
に
つ
い
て
次
期
の
五
か
年
計

画
を
策
定
し
て
い
く
。
滞
納
整

理
に
つ
い
て
は
、
三
か
月
程
度

の
滞
納
者
に
は
戸
別
訪
問
を
、

常
習
的
滞
納
者
に
は
呼
び
出
し

指
導
を
行
う
ほ
か
、
高
額
滞
納

者
に
は
裁
判
所
で
の
即
決
和
解

や
明
け
渡
し
の
強
制
執
行
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。�

（
ほ
か
に
、
県
道
の
維
持
管
理

な
ど
も
質
問
）�

■
　
■
　
■�

Ｃ
委
員（
自
民
）　
高
校
の
道
徳

教
育
に
つ
い
て
は
、
道
徳
学
で

な
く
実
効
性
の
あ
る
教
育
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
指
導

内
容
は
。
ま
た
、
授
業
は
一
年

生
だ
け
が
対
象
に
な
っ
て
い
る

が
、
継
続
性
も
重
要
だ
。
今
後

ど
う
対
応
す
る
の
か
。�

知
事
　
道
徳
を
学
問
と
し
て
教

え
る
の
で
な
く
、
人
間
と
し
て

の
あ
り
方
、
生
き
方
に
つ
い
て

自
覚
を
深
め
、
自
ら
判
断
、
行

動
で
き
る
生
徒
の
育
成
に
つ
な

げ
る
。
道
徳
の
継
続
性
に
つ
い

て
は
、
第
二
学
年
以
降
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
の
時
間
に
道
徳
の
内
容

を
取
り
上
げ
た
授
業
を
行
う
。�

（
ほ
か
に
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の

強
化
、
合
併
市
町
村
の
財
政
健

全
化
な
ど
も
質
問
）�

■
　
■
　
■�

Ｄ
委
員（
公
明
）　
介
護
保
険
の

非
該
当
者
や
新
予
防
給
付
の
対

象
者
を
中
心
に
、
包
括
的
に
地

域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
で
明
確

に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。�

保
健
福
祉
部
長
　
す
べ
て
の
市

町
村
に
ケ
ア
チ
ー
ム
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
介
護
型
は
約
三
千

七
百
あ
る
が
、
本
年
か
ら
市
町

村
に
設
置
さ
れ
る
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
対
象
者
や
サ
ー

ビ
ス
内
容
、
役
割
分
担
等
で
重

複
す
る
部
分
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況

等
を
見
極
め
た
う
え
で
、
本
県

の
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。�

（
ほ
か
に
、
飲
酒
運
転
の
防
止

策
な
ど
も
質
問
）�

■
　
■
　
■�

Ｅ
委
員（
民
清
ク
）　
県
立
中
央

病
院
の
経
営
改
善
の
た
め
に

は
、
医
業
収
入
を
増
や
す
観
点

も
必
要
で
あ
り
、
少
子
化
対
策

の
要
で
あ
る
産
科
、
県
民
の
要

請
が
強
い
小
児
科
入
院
は
現
在

休
止
し
て
い
る
が
、
早
期
再
開

に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。�

病
院
事
業
管
理
者
　
遅
く
と
も

来
年
の
四
月
頃
の
診
療
再
開
を

目
指
し
、
自
ら
人
材
確
保
に
動

い
て
い
る
。
県
立
中
央
病
院

は
、
唯
一
の
県
立
総
合
病
院
と

し
て
、
県
民
の
診
療
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
両
診
療
科
を
充

実
し
、
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。�

（
ほ
か
に
、
県
住
宅
供
給
公
社

等
に
対
す
る
県
支
援
の
あ
り
方

な
ど
も
質
問
）�

■
　
■
　
■�

Ｆ
委
員（
共
産
）　
開
発
公
社
は

毎
年
赤
字
の
状
況
で
、
損
失
補

償
額
も
多
く
莫
大
な
保
有
地
を

抱
え
近
い
将
来
破
綻
が
懸
念
さ

れ
る
が
、
今
後
税
金
投
入
の
お

そ
れ
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
Ｔ

Ｘ
沿
線
開
発
、
常
陸
那
珂
港
、

百
里
飛
行
場
な
ど
大
型
公
共
事

業
は
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
。�

知
事
　
正
確
な
推
計
、
予
測
等

を
行
っ
て
は
い
な
い
が
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
Ｔ

Ｘ
沿
線
開
発
な
ど
の
事
業
は
、

本
県
の
発
展
を
確
実
に
す
る
た

め
に
必
要
で
あ
る
。�

（
ほ
か
に
、
乳
幼
児
医
療
費
助

成
制
度
の
拡
充
、
障
害
者
自
立

支
援
法
に
お
け
る
負
担
の
軽
減

策
な
ど
も
質
問
）�

■
　
■
　
■�

Ｇ
委
員（
無
所
属
）　
学
校
給
食

に
お
け
る
地
産
地
消
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
現
在
実
施
し
て
い
る
事
業

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。�

教
育
長
　
今
年
度
か
ら
食
に
関

す
る
指
導
体
制
充
実
の
た
め
、

栄
養
教
諭
を
十
名
配
置
し
た
。

ま
た
、「
心
と
体
を
育
む
食
育

推
進
事
業
」
に
よ
り
、
食
育
に

関
す
る
教
材
の
作
成
な
ど
様
々

な
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
農
林
水
産
部
で
は
、「
い

ば
ら
き
を
食
べ
よ
う
学
校
給
食

推
進
事
業
」
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
今
後
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。�

（
ほ
か
に
、
つ
く
ば
サ
イ
エ
ン

ス
ツ
ア
ー
の
県
外
学
校
へ
の
Ｐ

Ｒ
と
活
用
策
な
ど
も
質
問
）�

■
　
■
　
■�

Ｈ
委
員（
自
民
）　
救
急
医
療
対

策
の
一
環
と
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
配
備

や
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
現
場
に

居
合
わ
せ
応
急
手
当
を
行
え
る

人
）
の
養
成
が
大
切
で
あ
る
と

思
う
が
、
取
り
組
み
状
況
は
ど

う
か
。�

生
活
環
境
部
長
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
県

関
係
施
設
に
百
七
十
台
、
ま

た
、
三
十
六
の
市
町
村
で
三
百

二
十
七
台
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

て
配
備
促
進
を
図
る
。
バ
イ
ス

タ
ン
ダ
ー
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

指
導
員
な
ど
を
活
用
し
て
平
成

十
六
、
十
七
年
度
に
約
十
一
万

二
千
人
を
養
成
し
て
い
る
。�

（
ほ
か
に
、
食
の
安
全
対
策
、

震
災
対
策
な
ど
も
質
問
）�

武
藤
　
　
均�

（
自
由
民
主
党
）�

染
谷
　
　
清�

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）�

田
所
　
嘉
徳�

（
自
由
民
主
党
）�

井
手
　
義
弘�

　
（
公
明
党
）�

常
井
　
洋
治�

（
民
主
清
新
ク
ラ
ブ
）�

山
中
　
泰
子�

（
日
本
共
産
党
）�

塚
田
　
規
夫�

（
無
所
属
）�

細
谷
　
典
幸�

（
自
由
民
主
党
）�

●
質
問
者�

�
予
算
決
算
特
別
委
員
会
の
審
議
か
ら�

こ
ど
も
園
認
定
の
た
め
の
指
導
、
県
営
住
宅
の
建
設
予
定
、�

高
校
の
道
徳
教
育
の
指
導
内
容
な
ど
質
疑�

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
　
請
願
の
審
査
結
果�

総
務
企
画
委
員
会�

○
茨
城
県
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
区
割
り
・
定
数
問
題
に
関
す

る
請
願�

環
境
商
工
委
員
会�

○
上
限
金
利
引
き
下
げ
等
に
よ
り
、
中
小
零
細
事
業
者
・
消
費

者
等
の
健
全
な
生
活
を
守
り
、
多
重
債
務
者
問
題
根
絶
の
た

め
、「
出
資
の
受
入
れ
、
預
り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
り
に

関
す
る
法
律
」
及
び
「
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
」

の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願�

保
健
福
祉
委
員
会�

○
ア
メ
リ
カ
産
牛
肉
の
輸
入
解
禁
に
反
対
す
る
意
見
書
提
出
を

求
め
る
請
願�

○
精
神
障
害
者
の
保
健
福
祉
充
実
に
関
す
る
請
願�

農
林
水
産
委
員
会�

○
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
請
願�

土
木
委
員
会�

○
県
営
本
１
丁
目
ア
パ
ー
ト
の
建
替
え
と
新
川
の
本
格
的
改
修

を
求
め
る
請
願�

○
県
道
「
諸
沢
・
西
金
停
車
場
線
」
、
お
よ
び
常
陸
大
宮
市
の

市
道
「
彦
沢
線
」
の
道
路
改
良
に
関
す
る
請
願�

�

継�
���

採�
����

不�
�

採�
�

継�
�

継�
�

継�

採
…
採
択
／
不
…
不
採
択
／
継
…
継
続
審
査�

◆
予
算
関
係�

○
平
成
十
八
年
度
茨
城
県
一
般

会
計
補
正
予
算�

◆
条
例
の
一
部
改
正�

○
特
別
職
の
職
員
の
退
職
手
当

に
関
す
る
条
例
及
び
知
事
等

の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

○
茨
城
県
知
事
の
権
限
に
属
す

る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例�

○
茨
城
県
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例�

○
茨
城
県
産
業
活
動
の
活
性
化

及
び
雇
用
機
会
の
創
出
の
た

め
の
県
税
の
特
別
措
置
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例�

○
茨
城
県
電
子
署
名
に
係
る
地

方
公
共
団
体
の
認
証
業
務
に

関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例�

○
茨
城
県
立
医
療
大
学
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例�

○
茨
城
県
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例�

○
茨
城
県
県
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

○
茨
城
県
警
察
関
係
手
数
料
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例�

◆
そ
の
他�

○
つ
く
ば
市
の
特
例
市
指
定
に

係
る
申
出
に
つ
い
て�

○
龍
ヶ
崎
市
と
牛
久
市
と
の
境

界
変
更
に
つ
い
て�

○
龍
ヶ
崎
市
と
稲
敷
市
と
の
境

界
変
更
に
つ
い
て�

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
十
件�

今
定
例
会
で�

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案�

平
成
十
七
年
度
県
公
営�

企
業
会
計
決
算
の
審
査�

　
今
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

「
平
成
十
七
年
度
茨
城
県
公
営

企
業
会
計
決
算
の
認
定
」
に
つ

い
て
、九
月
二
十
一
日
に
開
催

さ
れ
た
予
算
決
算
特
別
委
員
会

に
お
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。�

　
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
公
営

企
業
を
所
管
す
る
企
業
局
、
病

院
局
、
土
木
部
の
各
部
局
か
ら

事
業
実
績
等
の
説
明
を
聴
取
す

る
と
と
も
に
、
監
査
委
員
に
決

算
審
査
意
見
を
求
め
、
詳
細
な

審
査
を
行
い
ま
し
た
。�

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
企

業
局
関
係
で
、
包
括
外
部
監
査

の
対
応
状
況
な
ど
、
ま
た
、
病

院
局
関
係
で
、
保
育
所
の
外
部

委
託
に
よ
る
費
用
減
な
ど
に
つ

い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。�

　
次
回
は
、
第
四
回
定
例
会
の

会
期
中
の
予
算
決
算
特
別
委
員

会
に
お
い
て
総
括
質
疑
を
実
施

し
、
執
行
部
と
の
質
疑
応
答
と

採
決
を
行
い
ま
す
。�


